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おもな内容 ()学校教育と博物館 文部省初等中等局教科調査官 奥井智久 く〉明石市立天文科学館開館20周年

く〉御璽高原自然学習村の活動く〉特別展 「化石の世界」について 岐阜県博物館

学校教育と博物館

文部省初等中等局教科調査官 奥 井 智 久

1 博物館のイ メ ージ

博物館について， 次のような語の組合せを用いて， そ

のイメージを一般の人Kア γケ ー卜 したら ， どのような

結果が得られるだろうか。

明るい し_j_一一.1 r.音し、

新しい l 古い

動きのある !静かな

大きい l 小さ い

教える 1 学ぶ

重々しい 1 軽薄な

白い i 黒い

専門家 Lー」ーl 素人

近づきやすいしー上ー」近づきにくい

知的 Lーム一一l 情的

見る し__  1 ー」 さわる

珍しい 1 __  1-ーl 普通の

上の12の項目は， たまたま筆者の思いつくままの組合

せを取り上げたもので，特別な意図はない。

試みに， 数名の人K乙の対語のどちらかに近い方， ま

たは中間(どちらとも言えない)にOをつけてもらった

と 乙ろ， 暗い， 古い，静かな， 大きい， 学ぶ， 重々しい，

黒い，専門家， 近づきやすい， 知的， 見る ， 珍しいの選

択度が大きいととがわかった。適確な結論を導くために

は， もっと多くの人に調査をする必要があるが， ともか

く ， 筆者を含めて博物館と言えば， 公園のような比較的

閑静な場所に， 大き く て， 重々しく ， 黒っぽい感じの建

物があり ， そ ζ l乙は珍 しいものが展示され，中に入ると

知的好奇心をそそる陳列物が研究室的雰囲気で並べられ

ているという のが， そのイメージのようである。

2 博物館の役割

博物館は子どもから大人まで広く一般社会の人々を対

象として， 人文科学， 社会科学， 自然科学の方法と所産

を公開展示し， 科学に親しみ， 科学的な方法を感得さ

せ，科学への好奇心や興味 ・ 関心を引き出し満足させる

役割を担っている。

試みに手もとの全国博物館総覧 (ぎ ょせい社， 1978) 

をひもといて見ると ， 総合博物館 (78館) ， 歴史博物館

(777館) ， 科学博物館(153館) ， 美術館(280館)，動物園

(76園) ， 水族館 (56館) ， 植物園 (88園)のように博物

館が分類され， 掲載されている。

博物館の起源を考えてみると，その一つは珍しいもの

や価値あるものを特定の個人や同じ志をもっ団体が収集

し，秘蔵していたものが相当な量に達した段階で，収集

者の意志や第三者の求めによ り ， 一般に公開するように

なったことにあると思われる。乙の段階では， 博物館へ

の入館者は珍しいものを見るために出かけて来る人であ

り，博物館の維持 ・ 管理は，陳列物の所有者の責任で行

うととが当然であったであろう。 乙の種の私的コレクシ

ヨシの展示場は現在のわが国にも数多く，それらを博物

館として数え上げれば， 相当な数lζ達すると恩われる。

現代におけるよ うに， 博物館が広く一般市民の教育機

関としての役割をもっととが認められ， 公共団体も設置

及び管理 ・ 運営に当たるようになったのは，わが国では

比較的新しい ζ とである。明治時代の当初から学校に対

しては制度的にも財政的にも国及び地方公共団体の強

力な援助が行われたが， 博物館に対しでも本格的な援助

が行われるようになったのは， 昭和26年の博物館法制定

以後である。しかしながら，わが国の博物館では民営施

設の占める比重が依然として大きく ， その社会教育機能

の向上のための方策と ， 財政援助の問題は今後の大きな

課題と言えるであろう。

現時点においてはまださほど話題となっていないよう
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であるが， 博物館の教育的機能を充実させようとすれば

博物館自体の研究 ・ 研修の機能を充実させる必要があ

る。これは館内の展示物や展示内容について学問的な研

究を深化 ・ 発展させる乙とと ， 展示の方法や来館者の増

大を図るための方法の研究 ・ 研修を含んでいる。乙の問

題の解決には， 人的 ・ 財政的な裏付けが必要となってく

るので， 乙れもまた一朝一夕の解決はむずかしい。しか

し今後の方向として， 博物館のあるビジョンを探り，そ

のための可能な方策を明らかにし， その実現に向けて一

歩一歩前進する姿勢は大切であろう。

3 学校教育と博物館の利用

博物館が社会教育施設であるせいもあって，学校教育

における博物館の位置付けは， 各学校によってまちまち

である。学校の近くに博物館がある場合はともかく速い

場合は， 社会見学や遠足， 修学旅行などの学校行事の一

環として，博物館の見学が組み入れられるととが多い。

そうした場合，見学は展示物を表面だけ並んで見て通

る乙とになりがちである。引率者の教師は展示内容を見

ると同時に児謹 ・ 生徒の行動に目を配り ， 展示物をこわ

したり ， 並外れた行動をしたりしないよう注意を払わね

ばならない。見学内容は一般に館内の説明1[.全面的に依

存しているのが普通である。

昭和52年の学習指導要領の改訂で， 学校では教科の学

管内容が精選され， 教科の授業lζ充当される時間数も削

減されて， 各学校の裁量によってゆとりのある教育課程

の編成ができるようになった。教科や授業や新しく生み

出された時聞をうまく活用すれば， 従来以上に博物館な

どの社会教育施設を利用する ζ とが可能になったわけで

ある。しかし，学校の教育課程はそれぞれの学校の教育

目標や各教科の目標の達成を意図して編成されるので，

博物館の利用もそのような目標達成の一環として取り上

げられる乙とが多い。従って， 学校のカ 3 キュラム内容

と合致した博物館の展示や催しには学校からの参加が多

く ， そうでないとどうしても参加が少ない乙とになる。

ζのよう意味から ， 博物館の展示や催しκついて，で

きるだけ学校が事前に情報を得られるようなシステムが

必要になる。また，博物館において展示内容を改めたり

新しく設定したりする場合11:.その内容に学校のカ D キ

ュラムIL関係のあるものを多少なりとも加えてあれば学

校の利用率は一段と増大するととが期待される。

L 学校の教育内容に直接関係する展示や催しでなくても

児童 ・ 生徒の好奇心を満たし， 日常触れる乙との困難な

事物 ・ 現象が展示されていれば， それもまた児箆 ・ 生徒

の興味をそそり，博物館へ足を運ばせる契機となる。自

然界11:関係するものでは， 巨大な字宙iζ生起する事象，

ミクロの世界の現象， 時間とともに生起し衰亡していっ

た事象，遠隔地や環境の迷う場所κ存在する事象，身の

回りの事象のもつ意外な側面， 長新の科学によって見い

だされたり，産みだされた事象などがそれに相当する。

博物館は研究所などと違って， 児童 ・ 生徒にとっては

珍しいものを見せてくれたり ， SF，をかなえてくれたり ，

わからないととを学んだりできる楽しい場所である。博

物館は行ってみたい， 近づきやすい場所である。しかし

博物館の展示は，実物を見たり説明を読んだりする視党

中心の静的展示が大きな比重を占めている。

最近では，音や光を出したり Eめきを示したりする動的

展示が数多く見られるようになった。児童 ・ 生徒は展示

物を操作する ζ とができ， しかも操作によって対象が反

応を示すようなものには特に強い興味を示す。展示物の

性格によ って一概には言えないが， 観覧者が場面iζ参加

して，展示物と一体感をl床わいながらその構造や機能を

理解する方法は， 児童 ・ 生徒を対象とする展示では効果

が大きいと思われる。

乙のほかに博物館に期待される機能としては，参観者

を受け入れ展示や催しを通じて教育を行うだけでなく ，

可能な限り地域住民iとはたらきかけ， 例えば植物観察同

好会とか， 天体観測会，探鳥会など，地域の自然の様子

を直接観察する機会を定期的11:設け，その指導に当たっ

ていただけないかというととがある。

乙う した活動は，多くの博物館では既に実行されてい

るであろう。学校や公民館lζ博物館の専門学芸員の方を

招へいし， 講演や実地指導を受ける乙ともあってよい。

とのほか， 電話サービスや情報サービスなど， 地域!L

広く関かれた博物館の姿を今後期待したい。

筆者は本年 3 月 lζ アメ Y カ合衆国，カリフォ ノレニア州

ノ4ークレイ市にあるカ 3 フォノレニア大学の研究施設「ロ

ーレシス ・ ホーノレ」を訪問する機会を得た。 ζζでは，

学校教育の面では， 児童 ・ 生徒が教師K引率されて館内

の様々な展示を見学し，引率教師が，生徒に展示物の説

明をしている姿が見られた。展示物の多くは，動的展示

法が採用されていた。また，同じ建物の中には観察 ・ 実

験用の部屋がいくつもあって，同館のスタップが児童 ・

生徒を始め， 教師， 一般人を含め，観察 ・ 実験の指導や

相談K当たっている姿があった。さらに科学教育の新し

いカ D キュラムの関発と普及の仕事を行い，学校教師の

現職教育， 再教育にも当たっているようである。

同施設は，子どもから大人までの会員制度をもち，会

費を納めた人には， 同所で行う様々な催し， 例えば天体

観測会，実験研究会，ワークショッ プなどの案内を行

い， 適宜， 会lζ参加してもらうようにしている。

とのようなシステムが日本で実現できるかどうかはわ

からないが，他山の石として参考になるように感じた。

学習指導要領の改訂を転機として，今後学校教育と博

物館の関係が一層緊密になるととを期待したい。
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明石天文科学館開館20年

明石市立天文科学館は ， 昭和35 (1960) 年 6 月 10 日に

関館し， 今年で20周年を迎えた。

明石市は 「子午線の町」とか「標準時の町」として御

存じの方も多いと恩われるが，乙れは日本標準時の基準

となる東経 1350 子午線の通過地点に位置 している町と

い う意味である。 1884 (明治17)年のワシントンでの「万

国子午線会議」の決議にもとっき，明治19年勅令によっ

て東経 1350 子午線上の時をもって本邦の標準時とする

ζ とが定められた。

その子午線位置に標識を建てる乙とは教育上意義ある

乙とと考えられ， 明石ではすでに明治43年に教育関係者

の熱意によって標識が建てられていた。 その後， 2 回天

体測量によって標識の位置が修正されたが，天文科学館

はその伝統を引きつぎ，高さ54mの塔は子午線標識を兼

ねている。

天文科学館建設の契機は昭和32， 33年の国際地球観測

年で，科学や宇宙に対する人々の関心が高まった時であ

る。時刻決定や経度測定の基礎科学である天文学， 宇宙

に対する知識の普及向上に資する目的で建設されたが，

昭和35年といえば日本経済はまだ高度成長期に入ったば

かりの頃であり ， 宇宙時代の先駆けとはいえ，人口 12万

の明石市が給工「 費 2 億円を投じて天文科学館を建設し，

東ドイツのツアイス社製の大型プラネタリクムを輸入し

た乙とは ， いささか先走った感がなきにしもあらずであ

ったが， 明石市での子午線標識建設の歴史からは必然の

成りゆきであった。

古来，明石は月の名所として知られ， 源氏物語の舞台

にもなった風光明煽(び〕な地として有名であるが， 明石

の地形や歴史と東経 1350 子午線とは ， もともと何の関

係もない。 1884年のワシントンでの「万因子午線会議」

では ， イギリスとフランスが本初子午線をとりあって争

ったといわれる。結果はイギリスが勝ってロンドジ東郊

「子午線の歴史展」会湯

空から見た天文科学館

のグリニッジ天文台が本初子午線(経度。0) と 決まった。

そ ζ から時差で正確に 9 時間， 経度で東へ135 0へだたっ

た子午線上lζ明石市が位置していたのである。もし1884

年の子午線会議でフランスが勝っていたならば，明石は

「子午線の町」でもなく ， 天文科学館もなかったことだ

ろう。必然と偶然が交錯するふしぎな歴史の因縁を感ぜ

ずにはおれない。

このような意味から ， 本年度最初の特別展は 5 月 1

日から 6 月 10 日まで「子午線の歴史展」とい う テ ーマで

開催した。 1884年以前は固によって本初子午線の選び方

が異なったととを示す世界地図や， 経度測定の困難さか

ら日本の経度がさまざまに違って記されている地図， そ

れに経度測定に使用される子午儀や君号機類を展示した。

昭和26年K当市で子午線観測がお乙なわれた時に使用さ

れた子午儀の前で ， 当時をなつかしむ年配の人の姿が多

く ， 若い人にはオノレテリヲスやブラクの世界地図が興味

を引いたようであった。

ふりかえれば開館以来20年。館の運営は平坦ではなか

った。 2 億円の建設費はすべて起債に頼り ， 運営は公営

企業法が適用された。人件費はじめ運営経費は入館料で

賄わなければならない。単年度の決損金も市財政の逼迫

のため市中銀行なと、からの借入金で補填する。 借入金の

金利が年ごとに累積する。歴代館長はとの赤字問題との

苦闘の連続であった。しかし，博物館としての事業も企

業らしい厳しさで推進した。プラネタリクム投影での新

機軸の開拓， 天文教室， 天体観測会， 日曜映画会の実

施， 星の友の会の育成， 特別展の関催など多角的K事業

を展開し， 工夫と労力で展示品の改良や作成をおこなっ

てきた。 教育，文化事業と経済性の発揮とい う 公企法の

趣旨とのあいだで， 事業K多少のひずみはあったかも知

れないが， 博物館事業の発展のための多くの教訓を体得

した。 いずれも計画中の 120年史」で詳論 したい。

赤字で悩みながら今まで当館の運営が続けられたの

も ， 有形無形の市民各位の支援であった。最近では毎年

24-'25万の入館者を迎えている。 (河野健三)
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御園高原自然学習村の活動

御園高原自然学習村は愛知県の東北部，長野県墳に近

い標高 650m の高原にあり ， 天文を中心とした自然教育

のほかに，地域内に対しては公民館的な活動や山村にお

ける地域問題の研究等幅広い活動を展開している。

特lζ 自然教育の面では豊かな自然環境の中にあって，

都市の人たちのために魅力ある学習とレクリエーション

の場所を提供 し， ζ 乙を利用する都会の人と 山村の人と

を結び合わせて，人と人との交流の中で住み良い地域作

りに努力しているが， 乙の活動については稿を改めて述

べる乙とにして， 今回は天文教育を中心とした特色ある

活動について紹介してみたい。

天文教育のための施設の特長

(1) 開放型天文台

日本全国には天文教育施設として， 市民lζ開放されて

いる天文台は数10個所の多きに達している 。 そのほとん

どが目玉になる大型望遠鏡を備えていて，ときどき天体

観望会と称して市民を集め，係員が操作して覗かせると

いう形態の所が多い。当館では思い切って望遠鏡を開放

して自由に専用使用させ， 自分の望む観測のできるよう

な制度をとりたいと考えてみた。乙れが関放天文台と名

付けた理由である。開放天文台として運営してゆくため

には，いくつかの間題があり，乙れに対応した方策をと

っておかなければ行き詰まるととになる。

@問題点その 1 ・ 望遠鏡の数

1 人もしくは小人数で 1 台の望遠鏡を専用使用 させる

には望遠鏡の数がある程度揃っていなければならない。

当館では大は30cm反射赤道儀から小さいものまで全部で

23台がそれぞれの観測小屋に鋸え付けられているほか，

移動用の小形機も数台あり，一応の需要には応えられる 。

@問題点その 2 ・ 一望遠鏡の種類

興味中心の観望とは異なり ， 目的のある観測のために

は目的に応じた専用機が必要になる。例えば眼視観測用

として30cm， 20cm, 15cm等の反射赤道儀， 微光天体の撮
噌~田"想曲-押ー噂句判咽・ー.... 幽町司自圃鱒圃 ・R早盟誼白

>.. L'J 
可

影のために25cm ， 20cm, 15cm , 13cm等の写真用短焦点反

射と 16cm ， 25cm V シュミットカメラがあり ， 広い範囲の

星空の撮影用としては焦点距離200m皿 ， 300mm , 360mm等の

6 x 9 cm 版の大版カメラが何台かある。乙のほか流星観
測用の四連自動カメラと電波による観測装置， 太陽写真

用望遠鏡等観測目的に応じた専用機が用意されている。

。問題点その 3 望遠鏡の保守

不特定多数の利用者iζ精密機械である望遠鏡を自由に

使用させるととは経験や技術を充分話し合って使用機を

決めるとはいえ， 不慣礼からくる破損はある程度やむを

得ない。特lζ市販の望遠鏡は精度はとも角堅牢さの点で

はとのような苛酷な使用 iζ耐えられるものが少ない。当

館では機械の保守のために完備した工作室を備えていて

一応の修理ができる態勢にあるが， 最近は当館独自の設

計lζ より製作した頑丈なる機械と逐次交換をしている。

乙のように工作室と工作技術を備えている乙とが開放天

文台の順調な運営のできる大きい要素であろう。

(2) 宿泊施設

活動は夜間が中心であり 利用者も関東関西に及んでい

るために宿泊施設が必要である。そのために学生，生徒

の合宿のために80名程度収容可能な宿泊棟， 社会人特lζ

家族連れの人たちのために文山荘と名付けたクラブハク

ス，長期滞在の研究者のために個室研究室を備えた研究

棟等が用意されている。利用者の階層K応じた宿泊施設

があるととは利用者にとって便利な点である。

活動の実際

利用者が到着するとまず観測所の案内をして使用機械

の決定， 取扱法の説明等を昼間の聞に済ませておき ， 夜

になれば夜半すぎまで指導に当たり ， 機械に習熟するま

では手を取るように指導する。

朝になると学生たちの眠っている聞に昨夜使用した機

械の点検を行い不調の箇所の調整， ときには学生たちの

希望に応じて補助的な部品の製作や， 自作望遠鏡の工作

の手伝いなどで半日は掛る。午後は観測の技術的な話や

プラネタリクムの中での講義等利用者の多い夏休み期間

等職員は毎日 20時間近い勤務が続くのが実情である。

成長する天文台

設立以来 9 年になり，当初高校生中心の初心者が大半

であったが， 彼等が大学lζ進み， 教職員等社会人になる

と観測内容も高度になり 初心者向の機械では満足しなく

なるので中級向の第 2 観測所が 4 年前に完成， 引き続き

研究棟が昨年建設される等利用者の成長につれて内容も

成長し年間4000人以上の利用者を迎えるようになった。

かつて高校生の少年たちがやがて成人し， いつの日に

か家族連れで御園を訪れるなど，星， 星，星と天文狂を

作るのではなく人と人との交流を大切にしていきたいと

考えている。(所長金子功)
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特別展 「化石の世界」 について

岐阜県博物館では毎年夏休みの期間を中心にして自然

史関係のテーマで特別展を開催している。 3 年前の夏に

は「郷土の化石」と題して岐阜県産の代表的な，動 ・ 植

物化石約 150 点を時代別に展示して好評を得た。しかし

との特別展を通じて一般入館者が化石というものに相当

誤ったイメ ージを持っているととに気付いた。そ乙で今

回は化石を根本から見直してもらうため実物資料によっ

て正しく理解できるような内容を構成した。やさしいが

乙くのある内容の展示にしようと自然係が一体となって

得意のアイデアを出し合った。

以下簡単に今年の夏期特別展「化石の世界J ( 7 月 22

日 - 9 月 7 日〕の全体構成を列挙しておく。

1 化石とは何か 2 いろいろな化石. 3 化石の役割，

4 三葉虫の世界. 5 アジモナイトの世界 6 魚の世界，

7 ゾワの世界(日甫乳動物化石を含む) ， 8 生きている化

石， 9 化石からみた岐阜県の特徴。

さて，本館のように資料皆無の状態から出発した新生

の博物館では一般にそうした傾向にあると息、うが，館蔵

資料特lζ展示用にされるものが少ないので， どく一部を

除けば外部からの資料提供なしには特別展と銘うつ内容

のものを開催できない。化石についても展示資料の大部

分を外部からの出品に頼るほかない。幸い本県や近隣の

地域には日本でも有数のコレクターが多く ， 各人がそれ

ぞれ特徴ある優れた化石標本を所蔵している。過去 4-

5 年にわたって常設展示資料の借用 iζ関係して乙れらの

方々に御協力いただいているのであるが， 今回はわずか

2-3 カ月の準備期間で 260 点余の特別展示資料を収集

できた。 ζれはコレクターの皆さんが当館の出品要請に

進んで協力してくださった乙とによる。ただし要請した

のが 4 月以降であったことからすでに他館の借用申込み

のため貸出しできない場合があったが， とれは当館の準

備態勢の問題でやむをえないととである。その他はむし

ろ調査前の予想をはるかに超える出品資料があって，精

選するのに骨の折れるほどであった。

これらの展示方法については形状がちがう，大小さま

ざまの標本をどのように効果的に配置するかが問題であ

った。幸い地元のディスプレイ 専門家の協力を得てきめ

細かい手法で(金をかけなくても)，既設の一般展示ケー

スを利用した会場を構成するととができた。 丁度この頃

「飛騨山地」から日本最古の化石が発見されるというタ

イミシグの良いトピックが報ぜられ，との貝形虫標本を

特別出品依頼，搬入という仕事が加わったため展示の最

岐阜県博物館

終調整が時間切れとなった。それでも仕上げはまずまず

の形に収まりオープシにとぎつける ζ とができた。

ζ うして開幕した今回の特別展κ対する反響である

が， とれまで 4 回の夏期特別展のうちで最も出足よく ，

3 週間で 1 万名を超える入館者で昨年の 2 倍を上まわる

盛況になった。やはり最新のトピックに刺激されたので

あろうか。本館初登場の恐竜の骨格復元模型は子供たち

の関心を呼んでいた。また一般向きはマシモスの毛，は

虫類の足跡， ナクマンゾクの頭骨の大きさなど近辺では

みられない標本に感動していた。一方化石通にとっては

赤坂金生山産の新種巻員やオクム貝などが注目され，ま

た外国産の三葉虫や異常巻きのアジモナイ ト などをくり

返し観察したり，という様子であった。しかし何といっ

ても特別出品貝形虫(エオレペノレディシア) ILは全体の

関心が寄せられ， 新聞報道で身近な記憶のあるとの化石

像をノレーペを通していつまでものぞき込む姿が続いた。

乙うした状況をみるにつけ 5 年自に入った当館の存

在がようやく知られるようになってきたという感慨と共

IL:，さらに前進させるための方策をあらためて痛感して

いる次第である。(学芸員笠原芳雄〕
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会員館園の消息

〔新入会〕

O千葉市郷土舘 館長田村 敏孝

( 280 千葉県千葉市亥鼻 1 - 6 -1

T E L (0472) 22-3231 

0伊丹市立博物館 館長 門脇 良光

( 664 兵庫県伊丹市千僧 1 - 1 - 1

T E L (04946) 6-0404 

0群馬県立歴史博物館 館長梅沢 博幸

~ 376-12 群馬県高崎市岩鼻町239

T E L (0273) 46-5522 

(購読会員)

O株式会社サテライト (代表取締役 牛山久)

~ 150 東京都渋谷区神宮前 3-10-12 

グィラ ・ ア イリ ス 10'2号

T E L (03) 478-0055 

0佐久間電力館 (館長野沢猛)

お願い
科学博物館への招待

( 449-06 静岡県磐田郡佐久間町 電源開発株式会社

T E L (05396) 5-1350 

(名称変更)

O御園高原自然学習村 (所長金子功)

旧名称東栄町御園天文科学センター

9 月 1 日 より名称変更

(人事異動〉

O東京都児童会館長

新館長茂井武代. 前館長 石崎富江

, , 

あとがき

O昨年度に引き続いて， 次の方々に今年度のニュース編

集委員をお願いする ζ と になりました。

山田英徳(科学技術館) ， 佐藤美知男(交通博物館) ，

増沢 等 (五島プラ ネタリク ム)，岡本克子 (電気通信科

学館) ， 落合善郎(東京都児童会館) ， 石川博幸(船の科

学館) ， 西山藤一郎(神奈川県立青少年センター)

各氏と も乙れまでの経験を生かし， より良いニュース

を作成したいと張り切 っています。御期待 く ださい。

〆/

(圃l
株式 会社 東京スタデオ

本社東京都豊島区駒込1 - 14 - 6

TOKYO SAPPORO SAITAMA HAMAMATSU TOYOHASHI KYOTO 
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